
沖縄都市モノレール沿線地区における公園・
まちづくりに関する取り組みついて

浦添市都市建設部美らまち推進課



1．浦添市の概要

浦添市
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浦添グスク

経塚公園

那覇空港駅

首里駅首里城

経塚駅

てだこ浦西駅

浦添大公園

石嶺駅

那覇市

浦添市

宜野湾市
沖縄西海岸道路

国道58号線

前田公園

にぎわい交流施設

【浦添市の位置・面積】
・東西8.4Km、南北4.6km
・面積：19.48k㎡

【浦添市の人口】
・総人口：114,955 (人)
・男 ： 56,019 (人)
・女 ： 58,936 (人)
・世帯：50,630 (世帯)
・平均年齢：41.07 歳
※令和元年 8月31日現在

【浦添市の環境】

沖縄都市モノレールの延長
4駅中3駅が浦添市に設置

西海岸道路の開通

日本遺産の認定

西原町



■土地利用ゾーニング図



浦添市地域資源図

浦添城跡エリア

港川ステイツサイドタウンエリア

カーミージー周辺エリア

西海岸エリア



■浦添城跡エリア ―浦添グスク― 



■港川ステイツサイドタウンエリア



■カーミ－ジー周辺エリア（ イノー）

■カーミ－ジー周辺エリア（カーミージー）



■西海岸エリア



2．モノレール沿線のまちづくり

浦添市



当山地区

県道西原線
沿線景観地区 てだこ浦西駅

てだこ浦西駅周辺
土地区画整理事業
（事業中）

ANA SPORTS PARK 浦添

沖縄自動車道

国道330号
大平IC

県道浦添西原線
拡幅整備

浦添市役所

ホール・
美術館

■浦添市まちづくりの取組み概要

当山の石畳道・石橋

幸地IC
（予定）

浦添南第一地区
土地区画整理事業
（事業中）

緑の稜線

経塚駅

経塚公園

経塚の碑●

安波茶橋●

尚寧王の道

住宅団地

茶山地区

観光交流
拠点施設

仲間重点地区
浦添大公園

浦添グスク

【“浦添市の顔“となる新たな玄関口としてのまちづくり】

【Ⅰ】交通結節拠点の形成
・モノレールと二次交通手段の連携による地域住民、観
光客の利便促進

【Ⅱ】歴史文化資源を活かした賑わい交流拠点形成
・地区周辺の歴史文化等の観光資源の活用及び地域コ
ミュニティの連続性に配慮した魅力的な歩行者動線の
確保
・賑わい交流施設整備によるにぎわい創出
・浦添グスクなど歴史文化資源と調和し配慮した街並み
景観の形成
・市民、NPOなど多様な主体が参加し、協働によるまち
づくりの推進

⇩
●土地区画整理事業による基盤整備等
・区画街路等の基盤整備を推進

●賑わい交流施設、景観形成、協働まちづくり
・にぎわい創出の核となる都市施設の誘導
・歴史文化資源の活用とにぎわい創出・交流促進
・歴史文化資源や緑地等と調和した景観形成の促進
・協働のまちづくりに向けて、必要に応じて地域住民の
活動の場の確保

前田公園
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JICA沖縄国際センター

国際センター線
沿線地区

沖縄都市モノレール

浦添前田駅



【コンセプト】

歴史文化資源や地域産業等を活かした浦添の心の拠り所（ゆいどぅくる、あちまいどぅくるー）となる“浦添の顔づくり”

まちを繋ぐことで、地域全体の魅力向上を図り、“浦添ならでは”のまちづくりを目指す

◆浦添の心の拠り所としての浦添グスクをはじめとした歴史文化を継承し、これらと一体的空間を形成する地域固有の水・緑・地形の保全活用及び景観形成を図る

◆地域資源（歴史の道や伝統芸能、桑、緑など）を活かした地域産業の振興による浦添の新たな魅力と誇りの創出

◆地域が守り・育て、楽しみながら次代へ繋いでゆく持続可能なまちづくり、ソーシャルビジネス・コミュニティビジネス（SB・CB）などによる稼げるまちづくり

経塚公園
経塚駅

健康で暮らしやすい地域
づくりのための地元が

主役の交流拠点
（パークマネジメント）

前田公園
琉球の自然と歴史文化

が感じられる空間
（パークマネジメント）

浦添前田駅
交流施設・広場

浦添を象徴する歴史と自
然を生かした賑わい空間、

新たな浦添の玄関口
交通拠点

浦添グスク

西海岸一帯
海を活かした文
化と活力ある新
たな都市の形成

観光
振興

交流
促進

景観
形成

遊び

自然

地域
活動 JICA沖縄

国際センター

産業
振興

国際
交流

ｺﾐｭﾆﾃｨ
活性化

地域サービス向上

てだこ浦西地区



浦添市

資料：国土交通省HPより



浦添市

資料：国土交通省HPより



浦添市

資料：国土交通省HPより



【公民連携による公園の先進事例】

■山下公園 ―神奈川県横浜市― ■南池袋公園 ―東京都豊島区―



【公民連携による公園の先進事例】

■福岡県営大濠公園 ―福岡県―



【公民連携による公園の先進事例】

■勝山公園 ―北九州市小倉区―



経塚公園

沖縄都市モノレール延長ルート

経塚駅

浦添前田駅

てだこ浦西駅

【浦添市において対象となる公園】

前田公園
(整備予定) 



浦添市 2019.3.1時点写真

経塚公園

経塚駅

石嶺駅
首里城

那覇市方面



浦添市

経塚駅

経塚公園

至 石嶺駅

至 浦添前田駅

経塚駅交通広場



浦添市 2019.4.27時点写真

経塚公園

経塚駅

経塚駅
交通広場



浦添市

JICAおきなわ

前田公園(整備予定) 

玉城朝薫の墓

にぎわい交流施設

浦添前田駅

浦添グスク

経塚駅

経塚公園



経塚駅

【経塚公園計画図】

※平成25年度 計3回の地域ワークショップを経て作成した経塚公園計画図



市⺠協働 公⺠連携
市⺠、公園愛護会
公園利⽤団体
公園活⽤団体
周辺住⺠
周辺地権者
周辺まちづくり団体

公園指定管理事業者
公園活⽤事業者、店舗事業者
公園の新たな機能
技術保有企業
公園施設や事業への投資企業
周辺まちづくり事業者コミュニティビジネス

コミュニティ店舗
エリアマネジメント事業者

浦添市役所市⺠、市⺠団体
周辺地権者

地域
農業商工事業者

専⾨能⼒を持つ
市外⺠間事業者

就学就労者
来街者､関係人口 公園や緑地

まちづくり

公園まちづくり研究会
パークマネジメント

公園活⽤と経営の新たな主体の創出



浦添市 パークマネジメントと研究会の立ち上げ

『パークマネジメント』とは

従来の行政主導による維持管理中心の公園管理から脱却し、利用者志向、
規制緩和等による市民・事業者の参画の拡大、多様な資金調達とサービス
への還元、経営改善手法の導入など公園利活用重視の発想により公園の経
営資源を最大限に活用する新たな公園管理運営の考え方です。

浦添市公園まちづくり研究会

市民協働部会 公民連携部会



○浦添市公園まちづくり研究会の趣旨

（趣旨）
1. 浦添の歴史文化を活かし、沖縄の古いコト、モノを基礎としながら新たなコト、モ

ノを融合して地域の魅力向上を図るまちづくりの実践の場として公民協働の体制を
構築し、良好な市街地環境形成、良好なコミュニティ形成、安全・安心なまちづく
り、観光交流の促進及び地域産業の活性化などの検討を行う。

2. まちづくりの取り組みを通じて、地域の課題解決や地域の価値向上を図るとともに
まちづくりの担い手を育成し持続的なまちづくりの実現を目指し市民協働部会を行
う。

3. 公園を核としたまちづくりの出発点として、主に、経塚公園を対象とした研究会と
する。



浦添市

公園まちづくり研究会の構成

公園まちづくり研究会

市民協働部会

【会員（案）】
・自治会 ・まちづくり活動団体
・学校関係者 ・公的機関や団体 等

➤まちづくりの担い手となることを念頭に、
公園を活用したまちづくり活動などの案な
どを検討する役割を担います。

➤まちづくりの担い手として、まちづくりに関
する地域との合意形成に行政と連携して取
り組む役割を担います。

2019年3月より
継続開催中(3回実施済み)



公園まちづくり研究会 市民協働場部会 第１回

“計画や理念を共有しよう”

参加者がメンバーチェンジを繰り返しながら話し合い
を行い、浦添市の未来のキーワードや残したいものを
書いていただきました。



公園まちづくり研究会 市民協働場部会 第２回

“コンセプトを作成”

コンセプトを考える前段階で、２０年後の経塚公園
について語り合い、参加者全員で１つのコンセプト
(マインドマップ)を作成しました。



公園まちづくり研究会 市民協働場部会 第３回

“イベントカレンダーをつくろう”

話し合いの中で提案された内容について“どの場所”で
“いつ行う“のかを整理し、経塚公園利活用カレンダー
を作成しました。
また、利活用カレンダーをもとにゾーニング図をまとめ
てみました。



【公園まちづくり研究会 市民協働部会で纏めたゾーニング図】



浦添市

公園まちづくり研究会の構成

公園まちづくり研究会

公民連携部会

【会員（案）】
・NPOや市民団体
・ボランティア等地元事業者
・公園利活用に係るアイディア提案を
有する事業者や関心のある事業者

・技術やノウハウを持った企業や団体 等

➤市民と事業者の共創プラットフォーム
として、事業者間の連携や地域との連携
を橋渡しする役割を担います。

➤市民協働部会で検討するまちづくり活
動の実現に資するノウハウや技術を提
供する役割を担います。

今年度 秋頃開催





公園まちづくり研究会 公民連携部会の開催及び、
マーケットサウンディング調査実施要領については、
９月中旬頃に浦添市美らまち推進課ＨＰにて掲示予定。

【浦添市美らまち推進課からのお知らせ】

●問合せ先：浦添市美らまち推進課 景観まちづくり係
ＴＥＬ ８７６－１２４３(直通)
ＦＡＸ ８７９－７１３８

Ｅ－ｍａｉ tyuramachi@city.urasoe.lg.jp(課代表)

mailto:tyuramachi@city.urasoe.lg.jp


３．にぎわい交流施設

浦添市



１．事業内容について

Ⅰ 計画予定地について

浦添グスク

浦添前田駅

浦添警察署

県道浦添西原線

南エントランス

市道国際センター線

南側交通広場

計画予定地
（敷地面積：約

2,300㎡）

■浦添前田駅周辺駅 土地利用計画図



【基本理念】

にぎわいの創出と拡がりに向けた
浦添市観光の核となる交流拠点施設の形成

【基本理念を実現するための目標】

●目標1：立地ポテンシャルを最大限に活かした施策により、来訪者・
市民の誘客を図る。

●目標2：来訪者・市民が心地よく滞在できるサービスやアクティビティ
の提供を充実させる。

●目標3：リピーターや新規来訪者の増加を目指し、来訪者の浦添の
認知度・興味度を高める。

●目標4：３つの駅を中心に市内全域とのネットワークの構築を図り、
にぎわいの広がりを目指す。



Ⅱ 整備エリアについて ●事業用地内北側 ①面 積：約1,500 ㎡
②整備主体：浦添市
③用 途：地域交流広場

●事業用地内南側 ①面 積：約800 ㎡
②整備主体：民間事業者
③用 途：交流拠点施設

地域交流広場

にぎわい
交流拠点施設

Ⅲ 事業手法の方針

民設民営型の施設によるPPP事業の提案

土地貸付型事業（事業用定期借地権）

借地借家法第23条に基づく事業定期借地権契約により、
民間事業者に土地の活用の企画と併せ施設等の設計・
建設・管理運営を委ねる方式を採用。整備エリアイメージ図



【地域交流広場】

民間（非収益施設）施設所有：民間事業者

定期借地権（賃借権：民間事業者）

底地（所有権：市）

民間（収益施設）

整備イメージ図 事業スキーム(イメージ)

浦 添 市

金融機関
民間事業者
(施設所有)

●建設会社
●設計会社
●維持管理

会社

賃借者

融資

返済
委託

床賃 貸 賃料

利用者

サービスの提供

事業・業務の委託
事業用定期借地
保証金・地代



Ⅳ 施設計画について

施設計画（民間事業者作成）

施設設計・施設運営計画
民 間 提 案

浦添市が求める機能
（必須機能）

観光拠点機能
・情報発信拠点
・観光協会事務所
・観光案内スペース

交通結節機能
・多種多様なモビリティを

使った施策

※具体的な施設計画については、事業者から提案を受け決定予定



Ⅳ 活用イメージ（案）

●観光拠点機能イメージ
・民間活力を活かした観光施策を実施

飲食スペース(カフェやコンビニ等)には集客力のある
店舗を誘致し、来訪者へ本市の情報発信を行う。
例：飲食スペースと一体となっている観光案内所
（参照：奈良市総合案内所）

●交通結節機能イメージ
・小型モビリティの活用（２次交通の拡充）

周辺の観光資源や施設へアクセス可能な小型モビリティ
を用意し、市内周遊を促す。
例：シェアサイクルの活用
※沖縄観光コンベンションビュローが実施している

“ちゅらチャリ”



【事業スケジュール(案)】

●平成２９年度 施設整備基本計画策定

●平成３０年度 事業手法・事業スキーム検討(サウンディング等)

●令和元年度(予定)   【施設】(予)事業者選定

●令和２年度(予定) 【施設】(予)実施設計

●令和３年度(予定) 【施設】(予)建築工事

●令和４年度(予定) (予) 開 業

※事業スケジュールについては、変更になる可能性があります。



にぎわい交流施設の公募要領については、観光振興課
にて整理後、ＨＰ等にて掲示予定。

【浦添市観光振興課からのお知らせ】

●問合せ先：浦添市観光振興課 観光振興係
ＴＥＬ ８７６－１２４６(直通)
ＦＡＸ ８７６－９４６７

Ｅ－ｍａｉ kanko@city.urasoe.lg.jp(課代表)

mailto:kanko@city.urasoe.lg.jp


ご清聴ありがとうございました。

浦添市


